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平成23年度歯科衛生士国家試験では，合格率95.8％で3,507名の新卒歯科衛生士が大きな夢を抱いて誕

生しました。因みに23年度は養成校の３年制移行の影響で卒業生が例年の約６割と減少している点がこ

の数年とは異なっています。

さて，厚労省が２年毎に実施する保健・衛生行政業務報告によれば，平成22年末の全国の就労歯科衛

生士数は103,180名と前回調査の20年より6,738名増加。また10年前の67,376名との比較では実に35,804

名増で増加率53.1％を示しています。就労先の実態をみると全体の90.9％（93,824名）が診療所勤務で

あり，以下病院4.7％，市町村1.9％，保健所0.6％，事業所0.5％，そして介護老人保健施設の勤務者は

わずか244名の0.2％でした。更に就労者年齢を年代別にみると当然ながら若年者層程多く，25才未満が

15.4％（15,932名），25～29才が19.2％（19,843名），30～34才が14.8％（15,266名）と35才未満が全体の

49.4％を占めています。

以上から考察を加えれば就業歯科衛生士数は順調に増加しており，その約半数は35才未満の若手が占

めているというまことに理想的な状況が浮かび上がってきます。しかし，歯科衛生士を求める先生方の

声がまだまだ多いのは何故なのでしょう。どのような問題が隠されているのでしょうか。

そこで考えられるのは，平成23年３月末日の歯科衛生士の登録者数が234,719名だということです。

前述の就労者数は103,180名ですから実際の有資格者の就業率は44.0％，実に全国には130,000名以上の

歯科衛生士免許が眠っていることになります。ここからは推論ですが，結婚して一度家庭に入った多く

の歯科衛生士は苦労して得た免許を放棄してしまう。放棄しなければならない現実が立ちはだかってい

ると考えざるを得ません。ここに慢性的な歯科衛生士不足の最大の原因があると思われます。本会では

一昨年から眠れる歯科衛生士の再就職の斡旋事業と，復帰に向けたリフレッシュセミナーを医療管理部

で展開中ですし，このような動きは全国各地の歯科医師会へも波及しております。先生方の周りにもリ

タイアして休眠中の歯科衛生士さんが多くいると思われますので一声お掛けになっては如何でしょうか。

本会立の学院生に限らず，歯科衛生士を志す若人は入学希望の第一に国家資格の取得を挙げます。そ

して女性として一生涯継続できる職種であるとも話します。また歯科衛生士の育成に携わる教職員も資

格の継続性を強くアピールしております。確かに一生歯科衛生士として活躍できる環境が整えば彼女達

の純粋な夢を叶えることができるでしょう。就業歯科衛生士の90％は我々の歯科診療所に勤務しており

ます。就業率44.0％の現実を我々はしっかりと認識し，彼女達の夢を叶える為には雇用者である我々が

何を改善すべきか，何をしなければならないか，又何をしてはならないか歯科界全体で真剣に考える時

期が正に到来していると思えてなりません。彼女達の夢を叶えることは我々の夢を叶えることでもあり

ます。

歯科衛生士の就業率44.0％を考える

岡山県歯科医師会

常務理事 鈴　木　　　次



ー 2ー

J. ODA  vol.787     ’12-8

衆議院予算委員会で野田総理は，自民党の質問に

応え，「次期選挙で消費税増税にかかわるマニフェ

ストに賛同しない民主党党員は公認しない」と明言

したが，舌の根も乾かないその夜の民主党の会合で

前言を翻した。このことを記者に質問され，「全く

齟齬は無い。予算委員会では一般論を述べたに過ぎ

ない」と強弁していた。朝令暮改が国民の信頼を失

うと同時に，人間性そのものにも疑念を持たれてし

まう。１つのほころびを取り繕おうとする事が，ほ

ころびの連鎖に繋がりかねないと感じました。

１．会長挨拶

ある会合に出席した際，本会役員が方向性を見

失わないで精力的にやって頂いていると改めて痛

感しました。後１年よろしくお願いします。

２．報　　告

〔各部委員会〕

�　常務理事会　５月31日�

�　広報部編集委員会　６月１日�

�　社保審査・検討小委員会　６月２日�

�　社保検討委員会　６月２日�

�　厚生部共済事業部会幹事会　６月５日�

�　学術部小委員会　６月５日�

�　公衆衛生部小委員会　６月６日�

〔本会関連の研修会・会議等〕

�　日学歯　生涯研修制度運営委員会

５月30日�

�　日学歯　普及委員会　５月31日�

�　平成24年度第１回審査委員・検討委員連絡協

議会　６月２日�

�　日本歯科医療管理学会中国支部第１回役員会　

６月２日�

�　平成24年度第１回審査委員・検討委員連絡協

議会懇談会　６月２日�

�　平成24年６月保険医療関係機関連絡会議

６月７日�

〔連盟報告〕

�　日歯連盟会員対策委員会　６月１日�

�　日歯連盟常任理事会　６月７日�

�　日歯連盟役員勉強会　６月７日�

〔学院報告〕

�　高校訪問　６月６日�～　

平成24年度 第９回

平成24年６月７日�

18：30～20：25

会 長 酒井　昭則
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�　衛生教育実習（御野幼稚園） ６月６日�

３．行事予定

本会行事　　　64件

連盟行事　県歯２件，日歯３件

学院行事　　　９件

国保組合行事　２件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

�　日本歯科医師会より都道府県歯科医師会学術担

当理事連絡協議会の開催と派遣依頼について

毛利理事　出席

日　時　６月29日�　15：00～17：30

場　所　日本歯科医師会館

�　ＮＰＯ救命おかやまより2012記念講演会及び

懇親会の開催と出席依頼について

毛利理事　代理出席

日　時　６月30日�　講演会（15：00）

懇親会（17：00）

場　所　岡山コンベンションセンター

�　岡山県要保護児童対策地域協議会の開催と出

席依頼について

平岩常務　代理出席

日　時　７月２日�　14：00～15：30

場　所　三光荘

�　岡山県国民健康保険団体連合会より理事会の

開催と出席依頼について

藤井副会長　出席

日　時　７月18日�　10：00～12：30

場　所　岡山県国保会館　

理　事　藤井副会長

〔検討事項〕

�　岡山県青色申告会連合会より平成24年度会費

納入依頼について

承　認

締　切　６月29日�

�　日本医療マネジメント学会第11回岡山県支部

学術集会の開催と後援名義使用承諾願いにつ

いて

後援名義承認

日　時　９月29日�　９：00

場　所　岡山医療センター

大会長　国立病院機構岡山市立金川病院

院長　大森信彦

５．閉　会（東原理事）

今日の視点（平岩　弘）

現在，日本学校歯科医会が平成21年度より行っ

ている学校歯科医の生涯研修事業について基礎研

修会は５年毎，専門研修会は７年毎に更新する方

向で検討されている。詳細が決まり次第，会員へ

の伝達をしたいと思っている。

また，岡山済生会総合病院より入院中の患者に

対する治療を含めた口腔ケアに対し本会に歯科医

師の派遣要請がきている。県内の歯科を併設して

いない病院との医科歯科連携モデルとして前向き

に進めていきたい。

１．会長挨拶

野田総理が大飯原発を再稼動する由の記者会見

を見ました。脅されているような思いになりまし

た。原発の再稼動無しに，この国は本当に成り立

たないのか。一般国民は十二分な情報を有してい

ません。厳しい選択だと思いますが，もう少し丁

寧で，国民に判り易い話をすべきではないでしょ

うか。野田総理のしたたかさが浮き彫りになった

ような気がしました。

平成24年度 第10回

平成24年６月14日�

18：30～20：05

理事会
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２．報　　告

〔各部委員会〕

�　広報部編集委員会　６月７日�

�　厚生部文化事業部会小委員会　６月８日�

〔本会関連の研修会・会議等〕

�　「改定後支部講習会」（津山） ６月７日�

�　第12回日本スポーツ・健康づくり歯学協議会　

６月９日�

�　済生会総合病院に出向　６月９日�

�　日本大学歯学部・松戸歯学部同窓会岡山県支

部社保講習会　６月９日�

�　歯の健康フェア ６月10日�

�　倉敷歯科医師会救急蘇生講習会　６月10日�

�　歯の健康フェア懇親会　６月10日�

	　支払基金幹事会　６月11日�


　岡山県警察歯科医会打合会　６月13日�

�　「8020ワークショップ2012」 ６月14日�

〔その他〕

�　広報部歯ブラシ感謝祭撮影　６月10日�

�　児島支部　故越宗芳彦先生　告別式

６月13日�

�　中国四国厚生局岡山事務所との打合会

６月14日�

�　損保ジャパンと打合せ ６月14日�　

〔連盟報告〕

�　三役会　６月７日�

�　児島支部　故越宗芳彦先生　告別式

６月13日�

〔学院報告〕

�　高校訪問　６月６日�～　

�　衛生教育実習（御野小学校） ６月14日�

〔国保報告〕

�　平成24年度監事会　６月９日�

３．行事予定

本会行事　　　60件

連盟行事　県歯１件，日歯３件

国保組合行事　１件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

�　岡山県看護協会より第１回訪問看護推進協議

会の開催と出席依頼について

承　認

日　時　７月６日�　13：30～15：30

場　所　岡山県看護会館

委　員　横見理事

�　岡山県医療審議会（医療法人部会）の開催と

出席依頼について

酒井会長

日　時　７月６日�　14：30～16：00

場　所　岡山衛生会館

�　岡山県体育協会より第１回スポーツ医・科学

委員会の開催と派遣依頼について

塚本理事

日　時　７月９日�　18：00～19：30

場　所　桃太郎アリーナ

委　員　塚本理事

�　医療法人万成病院創立58周年・社会福祉法人

松風会創立16周年記念行事小林孫兵衛記念医

学振興財団第20回研究助成金授与式の開催と

出席依頼について

祝　電

日　時　７月21日�　16：30

場　所　岡山国際ホテル

�　第１回中国・四国地区歯科医師会会長・日歯

代議員合同会議の開催と出席者名簿並びに質

問事項について

三　役　質問なし

日　時　７月21日�　17：00

場　所　ホテルグランヴィア岡山

議　題　第171回日歯代議員会地区代表質問

理事会
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�　岡山市歯科医師会より岡山市四師会懇親会の

開催と臨席（祝辞）依頼について

酒井会長

日　時　７月22日�　18：30

場　所　ホテルグランヴィア岡山

�　倉敷歯科医師会より「倉敷市心身障がい者

（児）歯科診療30周年記念式典」の開催と臨

席（祝辞）依頼について

酒井会長

日　時　９月２日�　13：00

場　所　倉敷アイビースクエア

	　日本歯科医師会より学術・生涯研修事業に係

るアンケート調査協力依頼について

学術対応

期　限　６月20日�


　医療法人　緑風会　ハロー歯科（特別会員）

より「岡山県男女共同参画社会づくり表彰」

推薦依頼について

承　認

�　平成24年度「岡山県警察友の会」会費納入依

頼について

承　認

会　費　１万円

期　限　８月末日

�　岡山県保健福祉部長より覚醒剤等薬物乱用

「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金のお願いと

取りまとめ依頼について

承　認

締切　11月末


　岡山救急医療研究会（代表幹事　氏家良人）

より平成24年度会費納入依頼について

承　認

会　費　３万円

�　岡山県禁煙問題協議会より会費納入依頼につ

いて

承　認

会　費　賛助会員　１口　１万円

�　三井住友海上より「お車購入サポートプラン

のご案内」会報掲載依頼について

〔検討事項〕

�　第114回都道府県会長会議の開催予告について

酒井会長

日　時　８月24日�　14：00

場　所　日本歯科医師会館

�　平成24年度労働衛生コンサルタント試験受験

講習会の開催と会員周知依頼について

会報へ掲載する

日　時　10月７日�　12：50～17：00

場　所　日本歯科医師会館

対　象　日本歯科医師会産業医学講習会を修

了した歯科医師

受講料　日本歯科医師会会員　3,000円

（未入会者　8,000円）

締　切　９月28日�

５．閉　会（南理事）

今日の視点（西田可宜）

岡歯会報５月号に医療管理ニュース「向精神薬」

の取り扱いについて掲載いたしました。これは，

県の調査で過去に購入実績のある医療機関の内，

８割に不適切な使用が認められるとの報告による

ものです。他県に於いても同様の事例があり，

「家族に服用させた」という事由で「麻薬及び向

精神薬取締法」違反にて調書作成及び厚生局麻薬

取締部に最終判断を委ねているそうです。もしも，

懲役刑に課せられると行政処分，刑事処分まで及

ぶことになります。決して安易な考えで使用せず，

取扱いには十分に留意していただきたいと考えて

おります。

理事会
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１．会長挨拶

県歯より保険請求の手引きが届きました。

検討委員の先生方のご努力に敬意を表します。

有効に活用して点数アップして頂きたい。本日も

よろしくお願い致します。

２．報　　告

〔各部委員会〕

�　広報部編集委員会　６月14日�

�　学術部小委員会　６月15日�

�　女性歯科医会打合せ ６月15日�

�　社保小委員会　６月16日�

�　公衆衛生部小委員会　６月18日�

〔本会関連の研修会・会議等〕

�　検死等における歯牙鑑定

５月21日�，５月22日�

�　「8020ワークショップ2012」 ６月14日�

�　日学歯　普及委員会　６月15日�

�　操南学区愛育委員会研修会　６月16日�

�　中国・四国地区歯科医師会役員連絡協議会　

６月16日�

�　福岡歯科大学岡山県同窓会社保講習会

６月16日�

�　日学歯　常務理事会　６月20日�

〔連盟報告〕

�　自民党主要団体合同会議　６月17日�

〔学院報告〕

�　高校訪問　６月６日�～

�　教務会議　６月15日�　

�　合同歯科検診　６月21日�

〔国保報告〕

�　本部理事会　６月20日�

平成24年度 第11回

平成24年６月21日�

18：30～19：50

３．行事予定

本会行事　　　56件

連盟行事　日歯３件

学院行事　　　５件

国保組合行事　１件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

�　岡山救急医療研究会より平成24年度第１回幹

事会の開催と出席依頼について

日　時　７月11日�　16：00～17：00

場　所　ピュアリティまきび

幹　事　毛利理事

毛利理事

�　地域保健関係職員研修会（歯科保健研修）の

開催と参加依頼について

日　時　８月20日�　13：30～16：00

場　所　岡山衛生会館

事前申し込みが必要（参加費無料），

８月９日�までに

公衆対応（会報附録　黄色紙へ）

�　岡山県医師会より第２回ＢＤＬＳ（Basic Disaster

Life Support）岡山プロバイダーコースの開催

と参加依頼について

日　時　９月23日�　９：00～17：00

場　所　三光荘

参加費　8,000円

申　込　メールにて（受付期間６月15日～

７月31日）定員になり次第締切

警察歯科対応（会報附録　黄色紙へ）

�　日本歯科医師会より「新法人移行後の日本歯

科医師会における会員の意見を聴取すること

について」のご意見依頼について

保　留

�　岡山県保健医療計画策定協議会精神疾患部会

への委員推薦依頼について

理事会
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作業部会委員（７月から11月の間　３回程度

開催）

平岩常務

�　平成24年度文部科学省委託「学校保健課題解

決支援事業」に係る学校保健推進協議会の委

員推薦依頼について

平岩常務

�　岡山産業保健推進センター運営協議会委員継

続就任依頼について

委　員　酒井会長

承　認

	　愛媛県歯科医師会より歯科衛生士・歯科技工

士の初任給調査依頼について

期　日　６月末日まで

医療管理対応


　香川県歯科医師会より災害時の医療救護計画

の現状調査協力依頼について

期　日　６月22日�まで

警察歯科対応

�　岡山県保健福祉部より「薬と健康の週間」の

実施と後援依頼について

10月17日�～23日�までの１週間

承　認

�　岡山県薬剤師会より「薬と健康の週間」ＰＲ

チラシの作成と後援名義使用の許可依頼につ

いて

承　認

５．閉　会（横見理事）

今日の視点（伊丹義明）

支払基金において，電子レセプト請求医療機関

を対象として，本年３月審査分より「突合点検・

縦覧点検」が，更に５月審査分からは「診療日情

報」による審査が開始されております。

「縦覧点検」では，過去６ヶ月のレセプトを対

象としており，単月審査では解らなかった算定誤

りも明らかになり，又，「診療日情報」より従来

の紙レセプトでは実日数等の関係で解らなかった

算定誤りも明らかになっています。

今後，検討委員会よりそれぞれの算定誤りの事

例について提示していきますので，御注意下さ

い。

なお，電子レセプト請求医療機関が審査上，不

利益を被らないような配慮を審査会に続けて強く

要望して参ります。

歯科においては，電子レセプト移行への猶予期

間「平成27年３月」までは，出来るだけ紙レセプ

トでの提出が良いのではないかと考えております。

１．会長挨拶

日学歯の総会に出席してきました。法人改革に

係わる議題10題，すべてを黒住副会長が取り仕切

り，質問等にもしっかり対応していました。誇ら

しい思いでいます。

２．報　　告

〔各部委員会〕

�　広報部編集委員会　６月21日�

�　医事処理小委員会　６月22日�

�　総務部調査事業部会　６月26日�

�　公衆衛生部小委員会　６月26日�

〔本会関連の研修会・会議等〕

�　日本老年歯科医学会　６月22日�～23日�

�　岡山県歯科医師会生涯研修セミナー講師打合

せ会　６月23日�

�　岡山県歯科医師会生涯研修セミナー

平成24年度 第12回

平成24年６月28日�

18：30～19：33

理事会
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６月24日�

�　中国地方社会保険医療協議会　６月26日�

�　日学歯　三役会　６月26日�

�　日学歯　理事会　６月27日�

�　日学歯　総会　６月27日�

〔その他〕

�　外来環に係る説明会　６月23日�

�　塚本理事御義母様お通夜・告別式

６月27日�・28日�

〔連盟報告〕

�　連盟ＨＰ復旧

〔学院報告〕

�　高校訪問　６月６日�～

�　こども一日体験入学　６月23日�

３．行事予定

本会行事　　　63件

連盟行事　県歯１件，日歯４件

学院行事　　　９件

国保組合行事　２件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

�　第１回岡山県保健医療計画策定協議会の開催

と出席依頼について

日　時　７月12日�　14：00～16：00

場　所　岡山県職員会館「三光荘」

平岩常務

�　中国・四国地区歯科医師会連合会第１回専務

理事連絡協議会の開催と出席者並びに協議事

項提出依頼について

日　時　７月21日�　18：30～20：00

場　所　ホテルグランヴィア岡山

懇親会　協議会終了後，20：00より開催

大嶋専務

�　岡山県警察本部長より専科教養講師の派遣依

頼について

日　時　７月30日�　14：20～15：40

場　所　岡山県警察学校　専科教場　

講　師　松本浩一

（岡山県警察歯科医会常務理事）

承　認

�　岡山市防火安全協会より平成24年度会費の納

入依頼について

承　認

〔検討事項〕

�　本会会館使用申込について

①日　時　10月21日�　10：00～14：00

主　催　愛知学院大学歯学部同窓会

承　認

５．閉　会（毛利理事）

今日の視点（鈴木 次）

４月の社保改定で外来環の算定が比較的容易に

なったことから，県歯ではその必要条件を整える

べく，口腔外バキューム・AED・パルスオキシメ

ーターの共同購入を企画しています。材料商組合

と交渉の結果，好条件の呈示を得たので可能な限

り早目に情報の提供をしていくこととなりまし

た。更に，ワルファリン服用患者の歯科外科処置

（観血処置）を安心・安全に施術するため，チェ

アサイドで約１分程度でINR値を測定（月１回，

159点算定可）できるインレシオ２の共同購入も

視野に関係部署が対応しております。こちらも近

日中に広報する予定です。

理事会
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平成24年

６月７日� �健康寿命男70.42歳，女73.62歳

厚労省が初めて明らかに

12日� �23年歯科疾患実態調査

13日� �がん対策歯科医師との連携明文化

厚労省が推進基本計画に盛り込む
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マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

14日� �インプラント事故 5年間で177件

厚労省が都道府県歯や医育機関に調査

20日� �8020達成率「想像を超えるスピード」

大久保理事長が同評議員会で評価

21日� � 充足率は93.6％

日本私立歯科大協調べ 20年度時水準に回復

７月３日� � 日歯と厚労省が勉強会

2カ月に一度開催の意向

私立歯科大・歯学部
24年度入学者数

保険指導の
在り方などで



J. ODA  vol.787     ’12-8

ー 11ー

６日� �事故死が10人増の6位に

トップは悪性新生物で209人

マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

日歯会員
死因調査

岡山県難聴者協会より矯正展（バザー）物品提供協力依頼

岡山県難聴者協会主催の矯正展に於いて開催されるバザーへの物品提供協力をお願い致します。

バザー開催日：10月27日�・28日�

場　　　　所：岡山刑務所　　〒701-2141 岡山県岡山市北区牟佐765

提供締切日：９月末日までに県歯事務局までお届け下さい。

提供物品について具体例

・タオル･シーツ・洗剤・衣類・日用品（できれば未使用）

・衣類等，中古のものは，きれいで使用に耐えるもの

注意

食品・生もの等はお断りしています。
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１．報　　告

�５月新入会員　１名

�社会保険部小委員会

「歯科訪問診療と介護保険」改訂版作成

・５月12日�　検討委員会終了後　

新入会員社保研修会

・５月12日�　検討委員会終了後　

「保険請求の手引」確認

・５月13日�　10：00

・５月17日�　18：00 第５会議室

�支払基金幹事会　５月14日�　14：00 酒井会長

・平成24年２月診療分

前 年 同 月 対 比　　支払額　105.9％　　件数　106.7％

前 月 対 比　　支払額　105.8％　　件数　100.7％

・本人　レセプト１件当たりの平均点数

平成24年１月診療　　岡山県　1,264.1点　　全国平均　1,249.8点

平成23年１月診療　　岡山県　1,259.3点　　全国平均　1,259.2点

前 年 同 月 対 比　　岡山県　 100.4％　　全国平均 99.3％

・家族　レセプト１件当たりの平均点数

平成24年１月診療　　岡山県　1,005.1点　　全国平均　1,043.1点

平成23年１月診療　　岡山県　1,017.0点　　全国平均　1,050.5点

前 年 同 月 対 比　　岡山県　　 98.8％　　全国平均　　 99.3％

�国保審査委員会報告（レセプト１件当たりの平均点数）

平成24年１月診療　　国保　1,298.8点　　後期高齢者　1,475.6点

平成23年１月診療　　国保　1,302.1点　　後期高齢者　1,490.5点

前 年 同 月 対 比　　国保　　 99.7％　　後期高齢者　　 99.0％

�「診療報酬改定後支部講習会」 ５月15日�～31日�　各支部

�中国四国厚生局岡山事務所と打合せ ５月17日�　17：00

５月31日�　16：00

伊丹常務理事，西岡理事，田頭理事

第14回　社会保険部検討委員会報告
平成24年６月２日�　15：00～16：00
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�中国地方社会保険医療協議会岡山部会

５月29日�　13：45 伊丹常務理事　新規指定医療機関　４医療機関

	社保相談窓口報告


そ の 他

２．行事予定

�平成24年度第１回審査委員・検討委員連絡協議会　６月２日�　16：00 ５Ｆホール

�平成24年６月保険医療関係機関連絡会議　６月７日�　14：00 岡山衛生会館　伊丹常務理事

�診療報酬改定後支部講習会　６月７日�　20：00 津山歯科医療センター 津山支部

�同窓会社保講習会

・日本大学歯学部･松戸歯学部同窓会岡山県支部

６月９日�　19：30 アークホテル 小見山検討委員

・福岡歯科大学岡山県同窓会　６月16日�　19：30 河本検討委員

�中国四国厚生局との協議会　７月５日�　17：00 第２会議室

伊丹常務理事，西岡理事，田頭理事

�審査・検討小委員会　７月７日�　15：00 第１会議室

８月４日�　15：00 第１会議室

�第15回検討委員会　７月７日�　16：00 第３会議室

第16回検討委員会　８月４日�　16：00 第３会議室

	新入会員社保研修会　７月７日�　19：00 第２会議室・第３会議室

対象９名　　出席８名　　欠席１名


熊本県歯科医師会へ出向　７月14日�　17：00 熊本県歯科医師会館

酒井会長，伊丹常務理事，西岡理事，田頭理事

３．協　　議

�請求上留意すべき事項について

�「保険請求の手引」について

�「診療報酬改定後支部講習会」Ｑ＆Ａについて

�審査委員・検討委員連絡協議会について

�そ の 他

社会保険部



平成24年度　第１回　審査委員・検討委員連絡協議会

平成24年６月２日�岡山県歯科医師会館５階大ホールにおいて支払基金および国保連合会の審査委員

および検討委員の出席の下，今年度第１回の審査委員・検討委員連絡協議会が開催されました。今年は

４月に診療報酬改定が行われたことや，支払基金においては電子請求のレセプトに対する審査システム

の変更，これらにより審査を取り巻く環境が大きく変わりつつある中での開催でした。

伊丹義明常務理事による開会，酒井昭則会長の挨拶がありましたが，会長挨拶の中で電子請求の医療

機関が審査上不利を被らないような配慮を両審査会に強く求める旨の発言がありました。

続いて協議においてはまず支払基金より，岡山県における電子請求の医療機関の現状および電子請求

のレセプトに対する審査状況について説明がありました。それによれば３月審査分より｢突合点検・縦

覧点検」が開始され，さらに５月審査分からは｢診療日情報」による審査も開始されたとのことです。

５月の時点では｢診療日情報」による審査では算定誤りに対し，査定ではなく返戻で対処しているとの

ことでした。｢縦覧点検｣によれば過去６ヶ月のレセプトを対象としており単月審査では解らなかった算

定誤りも返戻・査定の対象になることもあり，また｢診療日情報｣が明らかになることで従来の紙レセプ

トにおいては実日数等の関係で解らなかった算定誤りも明らかになります。支払基金からこれらの｢縦

覧点検｣や｢診療日情報｣における算定誤りの事例について提示がなされました。今後検討委員会から請

求誤りを生じないように留意点は伝達されることと思われますが注意を払う必要があります。いずれに

せよ電子請求の医療機関と紙レセプトの医療機関の審査上の不公平が生じてくる可能性はあります。検

討委員会の要望として「突合点検・縦覧点検」，「診療日情報」による請求誤りがあった場合は「返戻」

もしくは「連絡文書」等による対応をしてもらうよう支払基金に対し，働きかけがありました。

次に国保連合会からは本年４月の診療報酬改定に係って多くみられた摘要記載漏れや請求誤りが提示

され会員への伝達の依頼がなされました。

最後に検討委員会からはＣＴの対象病名についての再確認，また外科処置に際し出血・凝固検査の算

定，等について問題提起がなされました。

これらの協議における必要な伝達事項については，後日検討委員会より報告致します。

（委員長　後藤弘幸）
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平成24年度　岡山県歯科医師会生涯研修セミナー　後記

６月24日�の10：00～15：30，県歯会館５階大ホールにて，岡山県

歯科医師会生涯研修セミナーが開催されました。講師は明海大学歯学

部口腔生物再生医工学講座歯周病学分野教授の申 基 先生で，演題

は“「成功する歯周外科手術～基礎から再生療法まで～」―フラップ

手術の基礎とペリオドンタルフラップマネージメント―”でした。

会場には早朝より多数の先生方が集まられ，参加者の期待の高さが

伝わって来ました。特に若い先生方の参加が多かったように思います。

最終的には160名程の出席者がありました。申先生のご好意により，

パワーポイントの資料も用意され，明日からの臨床に活かせるよう，

保険請求のポイントや参考図書・器材のリストもお渡しできました。

講演は日本人の歯周病罹患の実態のお話から始まり，午前中はフラップ手術をポケット除去手術とア

クセスフラップに分類して，詳しく基礎からフラップマネージメントの説明がありました。特にフラッ

プデザイン決定の要素として，歯周ポケットの底部がムコジンジバルジャンクションを超えるか超えな

いかとか，非可動性角化歯肉の量，審美性を考慮する部位かどうかなどが重要になることの説明を詳し

くされました。

午後は各論として，いろいろなフラップ手術の術式を，ビデオで確認しながら解かり易く説明されま

した。後半は審美性を考慮した再生療法や，歯間乳頭保存法とGTR膜の併用，エムドゲインと結合組織

移植を併用した根面被覆の症例，またエムドゲインと自家骨・βTCPの併用など多岐にわたるお話が聞

けました。参加した先生方も最後まで熱心に聴講され，有意義な一日になったのではないかと思いました。

（副委員長 小野総一郎）

ー 15ー

J. ODA  vol.787     ’12-8



６月29日�に日本歯科医師会館において，全国から学術担当者が集まり，上記の協議会が開催されま

したので報告致します。

山科 透副会長の開会の辞の後，大久保満男会長の挨拶があり，座長として白

尾理英理事が選出されました。出席者紹介の後，平成23年度厚生労働省受託事

業「歯科保健医療情報収集等事業」調査報告書のDVD版配布，平成22・23年度

の生涯研修事業の集計結果報告，次年度の生涯研修事業の認定証の研修単位を

40単位から60単位に上げ，より条件を厳しくしたとの報告がありました。また，

今までは生涯研修セミナーのDVDは２～３タイトルしか作成していませんでし

たが，今回は６名の講師すべてを作成・配布するので是非見てほしいとの依頼

もありました。

次の協議事項では，日歯生涯研修事業の運用と今後の活用について，都道府

県歯科医師会からの提案事項（要望事項）の話があり，活発な協議が行われま

した。DVD形式の生涯研修セミナーでも終了証を発行することの検討や日歯生

涯研修制度の公的な位置づけとGP認定医・GP専門医の新設など社会的にインセ

ンティブを上げるための具体的な方法などについて活発な議論が交わされました。

今回の学術担当理事連絡協議会では，５ページにも及ぶ

事前アンケートが取られ，日歯生涯研修事業の今後の在り

方や日歯に対する要望など現状打破，将来の改革のために

前向きな意見が多く出て，有意義な協議会となりました。

予定の２時間半を20分も超え，前回の協議会とはかなり違

った雰囲気で，各県の自由な意見が飛び交う熱気のこもっ

た会議でした。 （理事　毛利行雄）
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都道府県歯科医師会学術担当理事連絡協議会報告

山科 透副会長

大久保満男会長



平成24年度岡山県歯科医師会秋季歯科医学大会の

ご　案　内

（仮題）「誰にでもわかる総義歯治療の基礎と臨床」

～訪問診療にも応用できるテクニック～

上記の演題にて，姫路市でご開業の三木逸郎先生と横浜市でご開業の田中五郎先生にご講演

していただきます。午前中は田中先生に総義歯製作の基礎と勘所について，午後からは三木

先生に訪問診療現場における総義歯治療のポイントについてお話していただきます。歯科技

工士・歯科衛生士・スタッフ・介護従事者の皆様のご参加もお待ちしております。

・日　時　平成24年11月11日�　10：00～15：30

・場　所　岡山県歯科医師会館　５階　大ホール

・講　師　三木　逸郎先生（兵庫県姫路市開業）

田中　五郎先生（神奈川県横浜市開業）
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日曜・祝日の開館予定日

お知らせ

○印 開館予定 ×印 閉館予定

※行事等の都合により変更となる場合もあります。 ※詳細については事務局にお問合せ下さい。

5日（日） 12日（日） 13日�～15日� 19日（日） 26日（日）

○ × × ○ ○

10：00～15：00 夏季休暇 10：00～15：00 10：00～15：00

2日�～3日� 9日（日） 16日（日）17日（祝・月）22日（祝・土）23日（日） 30日（日）

× ○ × × × × ○
10：00～12：00 9：30～14：00

９月

８月
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【学会報告】

日本老年歯科医学会　第23回学術大会

2012年６月22日�～６月23日�つくば国際会議場にて，「日本老年歯科医学会 第23回学術大会」が開

催されました。テーマは「健康長寿に貢献する歯科医学」。特別講演では，日本福祉大学 福祉経営学部

の訓覇法子教授が「スウェーデン高齢者ケアの昨日と今日」というタイトルで高福祉，高負担の国スウ

ェーデンの高齢者福祉の変遷のお話をされ，教育講演では日本大学大学院総合歯科学研究科の齋藤安彦

教授が「世界の健康寿命研究最前線」と題して健康状態別余命の概念などのお話をされました。この他，

摂食・嚥下障害，連携医療，介護・介護予防などに関連したシンポジウム，口演，ポスター発表，ハン

ズオンセミナーがありました。

平成25年度からの医療計画の中では，これまでの４疾病５事業に精神疾患と在宅医療を加えた「５疾

病・５事業および在宅医療」の医療連携体制の構築が進められることになっていますが，今学会でも歯

科医師会による地域での医療連携活動のあり方や，介護予防事業での歯科衛生士の役割など，あらたに

追加された認知症と在宅医療の医療連携体制の方向性を検討する講演もありました。

日本老年歯科医学会では各都道府県に地域の歯科医師会と協力して支部作りを昨年より進めていま

す。岡山県支部も今年度発足し，平成24年６月17日�に設立を記念して第１回岡山県支部セミナーが岡

山大学歯学部講義室で開催されました。「嚥下障害への対応」をメインテーマに，大阪大学歯学部附属

病院の野原幹司先生の基調講演，医師・管理栄養士・介護支援専門員の３名のパネリストの講演の後，

約150名の出席者と共に熱のこもったシンポジウムが開催されました。

超高齢化社会の日本において「インプラントや再生医療」などの分野とともに，「高齢者医療」の分

野においても，安全で質の高い医療が求められていると再認識しました。

（委員長　角谷真一）



「平成24年度訪問歯科研修会」を終えて

日 時：平成24年７月８日�　午前10時～

場 所：岡山県歯科医師会館５階 大ホール

梅雨も一休みし真夏の日差しとなったこの日，標記研修会が開催さ

れた。今回の診療報酬改定により新設された周術期口腔機能管理や，

歯科診療特別対応加算として重度の認知症患者にまで対象が拡がった

ことを念頭に，おふたりの外来講師をお迎えし，また社会保険部に訪

問歯科診療の改定のポイントの解説をお願いし３題の講演となった。

定刻の午前10時に平岩 弘常務理事の司会により酒井昭則会長の挨拶

に始まり，座長として横見が登壇し講演へと進行した。

講演Ⅰ 「周術期における口腔管理について

～歯科医療従事者が知っておくべき口腔管理と医療連携の知識～」

財団法人倉敷中央病院　歯科　主任部長　窪田　稔先生

倉敷中央病院歯科では1998年より他診療科から依頼のあった入院患者の口腔ケアに積極的に介入さ

れており，周術期を含めて日頃から実践されている口腔管理について詳しく解説された。

周術期口腔ケア・口腔管理の目的として以下の３つを挙げられた。

１．術後合併症のリスク軽減‥術後誤嚥性肺炎，人工呼吸器関連肺炎など

２．気管内挿管時における口腔損傷（歯牙破折・脱落）の防止

３．がん治療に伴う副作用の軽減・易感染状態による合併症の予防　

化学療法では全患者の40％に，放射線療法を併用すると100％に口腔合併症が現れると話された。

また，周術期口腔ケアのタイミングとしては，術前から口腔ケアを実施（出来れば２週間前から）し，

手術の翌日からセルフケアができるようになるまでは１日２－４回程度の口腔ケアが望ましいとされ

た。また，口腔粘膜炎の発症を予防することは困難であり，対症療法によるケアが主体となり，疼痛

緩和・二次的感染予防を主眼に，口腔内保湿・観察，口腔内清潔保持，疼痛コントロールを行ってい

ると話された。

頭頸部放射線治療による骨壊死やビスフォスフォネート製剤関連顎骨壊死について解説された後，

歯科医療従事者はがん患者に対して常に寄り添う医療を提供し，生きる力を支えなければならないと

結ばれた。

私たちも今後，口腔粘膜炎の患者に遭遇する場面があるかもしれません。そのような時にうろたえ

ないように，今回の窪田先生のお話を頭の片隅にとどめ置きたいと思います。
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講演Ⅱ 「認知症の人との円滑なコミュニケーションのために」

川崎医療短期大学　医療介護福祉科　教授　岡　京子先生

認知症とは，一旦正常に発達した知的機能が次第に低下していき，複数の認知障害があるために

自立した生活ができなくなる状態をいい，決して理解不可能なわけの分からない人ではなく，認知症

という障害を抱えて，必死で「今」を生きている人ですと話された。

認知症の人がさまざまなトラブルを起こすのは本人のせいではなく，私たちは認知症の人にダメー

ジを与える環境にならないように注意し，認知症の人の安心と力を引き出す環境になるようにしなけ

ればならないと説明された。また，認知症の人をケアする人のこうありたい姿として，認知症でも一

人の年長者として尊敬できる，人を仕切らずに相手のペースに沿えるなどの13項目を挙げられ，認知

症の人に話しかけるときのポイントとして，本人にしっかり向き合う，目を見ながら微笑んで，相手

の心の動きに沿ってなど11項目を挙げられた。

最後は，かかわりの基本姿勢として，相手の内面に思いを馳せながら，どのような状態であっても

コミュニケーションは可能だと信じることが大切だと結ばれた。

今回は認知症の分類や原因についての解説は殆どありませんでしたが，ご講演を通して苦手として

いた基本的な接し方を学び，認知症の人が落ち着いて暮らせる環境づくりは私たちの務めのひとつで

あることを知りました。

講演Ⅲ 「歯科訪問診療における保険請求」

岡山県歯科医師会　社会保険部検討委員　河本　泰治先生

訪問歯科診療は，保険上のルールや請求方法が複雑で分かりにくいという理由だけで遠ざけている

先生もいらっしゃるようで，確かに診療報酬改定の度に複雑化しているように思える。更に介護保険

と併用での請求ともなると強いアレルギーが生じるようだ。今回は複雑なものを整理していただき，

訪問歯科診療の対象者が「常時寝たきりの状態」から実情を踏まえて「通院不能な状態」へ門戸が拡

大されたことを皮切りに，「歯援診」「周術期」「摘要欄の記載法」などポイントを分かりやすく解説

していただいた。
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３題の講演を終えて，講師の

先生方にご登壇いただき活発な

質疑応答の後，黒住正三副会長

の閉会の辞により全日程を終了

しました。

当日は，早朝からの開始にも

拘らず173名の参加者があり，周

術期の口腔管理や認知症患者対

応への関心の深さを窺い知るこ

とができました。また，今回は

「歯援診」施設基準の届出要件に該当する研修会でしたが，65名の会員より修了証発行の申請がありま

した。

また，学術部の先生方には，訪問歯科診療や摂食・嚥下リハビリテーションに関する図書の展示と出

張貸し出しをしていただき好評でした。ご協力有り難うございました。

（理事　横見由貴夫）
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休館のお知らせ

夏季休暇

期　間　　8月13日� ～15日�

本会事務局・本会学院・国保組合　レクリエーション

期　間　　9月2日� ～ 9月3日�

上記期間中，休館させていただきます。

ご迷惑をおかけいたしますが，ご了承下さいますようお願い致します。
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第53回日本歯科医療管理学会総会・学術大会
“楽しい歯科医院”

平成23年７月７日�，８日�の両日，沖縄県男女共同参画センター

“てぃるる”において，第53回日本歯科医療管理学会総会・学術大会が

開催された。

梅雨明け真夏の沖縄で，「メンソーレ，ウチナー！」の比嘉良喬大会長

（沖縄県歯科医師会会長）の開会挨拶で幕を開けた大会は，大会テーマ

の“楽しい歯科医院”のもと，特別講演１「院内でうれしいことをメモ

すると歯科医院はどんどん楽しくなる」高津茂樹前会長，特別講演２

「おもてなしのこころ 先代女将に学んだこと」岩間慶子 加賀屋客室係教

育担当，教育講演「楽しい歯科医院にするための経営の基礎」永山正人

会長等々，これまでの学会とは異なる切り口の講演が行われ非常に興味

深いものであった。

内容は，歯科医療をサービス業としてとらえたとき，スタッフの「うれしい」は何か，患者さんの「う

れしい」は何か，「うれしい」をスタッフと患者さんが共有することにより，「うれしい」がやる気と誇り

を生み，楽しい職場，楽しい歯科医院につながるといったことについて様々な観点から講演がなされた。

発表は一般口演が25題，ポスター発表が28題で，岡山県からは医療管理

部副委員長の城山 博先生が「歯科外来診療環境加算の施設基準に対する

考察　－アンケート結果から推測した採算ライン－」の演題で一般口演を

行った。内容は，既に社保伝達講習，会報等でご存じの，外来環を算定す

るにあたってのイニシアルコストと医療管理部が実施したアンケートをも

とに，１日来院患者数が何人以上で次期の社保改定までの２年間で採算ラ

インにのるかを考察検討したものである。フロアからの質問はなかったも

のの，座長よりアンケート回収率の高さを例に挙げ，県歯医療管理部の取

り組みに敬意を評するとの言葉を頂戴すると共に，学

会終了後，他県から発表のデータが欲しいとの問合せ

が重なっている。

医療管理学会は，開業医が歯科医院を運営する上で

問題となるすべてのことを網羅する学会で，発表は他

の学会に無い興味深く日常的なものが多く，今後の医

療管理部の活動に示唆を頂くこととなった。

（理事　南 哲之介）
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暑い日が続いていますがいかがお過ごしでしょうか。

レクリエーション麻雀大会を開催します。初心者・腕自慢を問わずご参加下さい。冷たい飲み物をご

用意してお待ちしています。

本年度も東日本大震災の復興支援を兼ねて，被災地域の安心・安全な物産を賞品としました。

奮ってのご参加，お願い申し上げます。

日　時　　平成24年９月１日� 集合：午後６時

開始：午後６時30分

場　所　　竹屋麻雀クラブ

岡山市北区南中央町 １－11 中島ビル２・３階　

TEL 086－223－4832

参加費　　3,000円

申　込　　同封FAXシートに必要事項ご記入の上，８月25日�までに

お申し込み下さい

※参加者の方には，後日詳細をご送付致します

『チャリティー』の内容につきましては，各競技にて異なります。

ご不明な点は担当　浅野まで（TEL 090－1337－0345）お問い合わせ下さい

文化事業部会

平成24年度 レクリエーション大会
（東日本大震災復興支援チャリティー大会）



初秋の高原を爽やかな風に吹かれながら歩いてみませんか？

見渡す限りの大自然，360度の大パノラマ，山野草を愛でながらトレッキングの後はジンギスカンパ

ーティー，蒜山焼そばなどはいかがでしょうか。パーティー会場では盛りだくさんのイベント，ゲーム

なども予定しております。会員・ご家族・従業員の皆さまお誘い合わせの上，多数のご参加をお待ちし

ております。

※小雨決行。尚，暑い時期でもありますので各自で熱中症へのご配慮もお願いいたします。

※悪天候によりトレッキング中止の場合は，蒜山やつか温泉快湯館（天然ラドン温泉，

露天風呂）での入浴，道の駅や蒜山高原センターでゆっくりお買い物コースなど

ご用意致します。

申し込み FAXシートにて県歯事務局まで FAX 086 - 224 - 8561

締め切り 8月 31日（金） 必着

参加者の方には後日詳しい案内をお送りいたします。
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日　　時　　平成24年９月16日（日）

場　　所　　蒜山高原センター周辺

トレッキング 約４Kmのコース 中間地点にて飲み物をご用意します
コース

参 加 費　　会員，家族，従業員 3,000円 小学生 1,000円 小学生未満 無料

【バス代，昼食代，ジョイフルパーク入園料込み】

日　　程　　児島駅海側（ 7：00）→県歯科医師会館前（ 8：00）→蒜山（10：30）

貸切バスを運行いたします。マイカーによる現地集合も可

帰りの蒜山出発は15：00の予定です。

平成24年度 レクリエーション大会
（東日本大震災復興支援チャリティー大会）



６月４日�に第69回学童歯磨き大会に参加し

てきました。これは（社）日本学校歯科医会と

（公財）ライオン歯科衛生研究所が主催するイベ

ントで文部科学省や（社）日本歯科医師会などの

後援も得ているもので，昭和７年に始まって，

戦争により一時中断されましたが，昭和28年か

ら再開されて，今年で69回を迎えました。第65

回大会より，インターネット同時配信により全

国及びアジアの小学生が在校のままで参加でき

る大会へと進化しました。今回は全国及びアジアの６カ国の日本人学校650校，参加総数38,500人をネ

ット中継で結んで行なわれました。

新見市内では３校が参加しており，私が学校医を務める思誠小学校は生徒数の関係で４年生だけの参

加になりました。その他の２校では全校生徒が参加しました。

参加校には事前にプログラムや歯ブラシ，歯磨剤などが配布されていて，ネット配信を受信する環境

ができたら準備完了です。

今回は「いい歯を支える歯ぐきのヒミツ」がテーマで，「チェックシートを作成しよう～歯ぐきにつ

いてもっと知ろう～歯ぐきのサインを見逃すな～歯のみがき方ステップアップ講座～まとめ」といった

流れでネット配信され，数カ所の会場からはネット中継で繋がって双方向でやりとりが行われました。

また途中でクイズがあり，答えを携帯電話で送信して即座に集計が行われて発表されました。参加した

小学生は全国及びアジアの小学生と同じ時間を共有していることに，楽しみながらチェックシートや歯

ぐきの観察，ブラッシングに取り組んでいました。プログラム全体が約１時間で子供たちも飽きること

なく有意義な時間が過ごせました。

また，この模様はDVDに編集されて参加校に配布されます。テーマ別に頭出しして放映することも

できるので，参加できなかった学校や学年でもこのDVDを用いることで歯科啓発に役立てることがで

きます。新見歯科医師会では

歯科医師会内でDVDを管理し

て，会員全員で共有すること

により，学校歯科保健や健康

行事に利用していきたいと考

えています。

（モニター 池田 正）

ー 26ー

J. ODA  vol.787     ’12-8

新見支部 歯の衛生週間協賛事業
第69回学童歯みがき大会に参加して

第69回学童歯みがき大会　岡山県の参加小学校　15校

岡 山 市；伊島小学校　曽根小学校　足守小学校

瀬戸内市；玉津小学校　牛窓西小学校　牛窓北小学校

玉 野 市；第二日比小学校　山田小学校

和 気 郡；和気小学校

倉 敷 市；西阿知小学校　倉敷南小学校　第五福田小学校

新 見 市；思誠小学校　唐松小学校　矢神小学校



平成24年６月10日�第36回歯の健康フェア

（倉敷）において，市民の方対象の救急蘇生講

習会を開催しました。県歯学術部救急蘇生講

習班より12名の先生をインストラクターとし

てお招きし，指導して頂きました。

AHAガイドライン2010心肺蘇生法は，見直

しによりABCからCABになり理解実施しやす

くなりました。それに準じてマネキンを使用

して成人に対するBLS ，乳児へのBLS，また

成人（腹部突き上げ）乳児（背部叩打）の気道異物の除去の実習をしてもらいました。

当日受講者数は86名。アンケートにお答え頂いた52名（家族参加は代表で１名回答）からは，全員の

方より「良かった」，51名／52名が「理解しやすかった」，「今後も受講したい」と回答頂きました。

救急蘇生を目的に来場される方はなかなかおられないのですが，お声かけすると最初は躊躇されていて

も受講後は，県歯の先生方の熱心かつフレンドリーな指導もあって「参加してよかった」と全員喜んで

頂けたようです。

中にはリピーター希望の方もおられ，歯の健康フェアにおける救急蘇生講習会も継続できればと思い

ます。

（岡本 豊）

アンケート結果（52名）
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倉敷支部 救急蘇生講習会
第36回歯の健康フェア（６月10日 くらしき健康福祉プラザ）

救急蘇生の講習会は 講習を受けてみて 

講習内容は 今後このような講習は 

初めて 

とてもよかった 

よかった 

物足りなかった 

分かりやすかった 

機会があれば積極 
的に受けたい 

一度受ければ十分 

なんともいえない 
少し難しかった 

2回目 

3回以上 

7

12
33

0

6

46

1

51 51

1



第６回　フッ素塗布で玉島っ子歯”っちぐ～　開催
「仕上げ歯磨きステップアップ講座」

平成24年７月１日�，玉島歯科医師会館にて，

県歯のブランチプロジェクトの一環として，倉

敷市，岡山県歯科衛生士会の協力を得て，上記事

業を開催致しました。今回の対象は，Ｈ24年４月，

５月，６月の１歳６ヶ月児，３歳児健康診査対象

児としました。

また昨年までの事業の中で，お母さん方から

「仕上げ磨きの仕方が分らない」といった声を多

く耳にしたので今回は「仕上げ歯磨きステップアップ講座」と銘打って，そこにスポットを当ててみま

した。

会場には地域の幼稚園児，保育園児の描いたポスターが張り出され，また先生方も県歯のイメージキ

ャラクターのもも丸がプリントされたＴシャツを着用し子供たちを出迎えたので，会場は楽しい雰囲気

となりました。受付で子供たちに好みの色の仕上げ磨き用歯ブラシを選んでもらい，まずは歯科医が健

診をし，次に衛生士による仕上げ磨きのアドバイスを受け，さらに希望者にフッ素塗布。最後にプレイ

マットの上で親子でパネルシアターを楽しんでもらいました。ご褒美に景品と県歯提供のリーフレット

が配布され，より深く歯科啓発が行われました。

今回から衛生士担当制をとり，受付から最後まで一人の衛生士が親子に付きっきりで会場案内や仕上

げ磨きの指導をしたので，すっかり打ち解けて気兼ねなく何でも質問されていたのが印象的でした。

最後に毎回大活躍の衛生士さんをはじめ，ご尽力いただきました関係各位に厚く御礼申し上げます。

（モニター 佐藤嘉晃）
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玉島支部



「走　る」

都窪支部 弘末　 勝

最近，自転車やランニングが流行っているようです。とりわけランニングは初期投資も少なくひとり

でいつでもできるからか，昨今の健康ブームもあって人気上昇中のようです。昨秋から今年にかけて神

戸，京都，大阪などの新たなマラソン大会が大都市で始まりましたし，近いうちに岡山市内にコースを

設ける「岡山マラソン」も開催されるようです。

という私もブームに乗ったわけでもないのですが，よく走っています。決して脚が速いわけではない

のですが，走るのが好きで，中学と高校は陸上競技部，大学でも歯学部陸上競技部でオールデンタルに

出たりもしていました。その後走ることから遠ざかっていたのですが，写真を始めたのをきっかけに登

山を始め，その登山の体力作りのためにランニングやスイムを始めトライアスロン等を経て，結局ラン

（ランニング）に戻っています。

「健康的でいいですね」なんて言われることもありますが，負荷のかかる運動は40歳代半ばの体には

活性酸素による老化を促すでしょうし，おそらく心筋梗塞のリスクも何もしていない人に比べ高いので

はないかと思っています。データは持っていませんが。

健康のためではなく好きで走っているわけですが，よく「何が楽しいんですか？」とか「走るのって

苦しくないですか？」とか「走っている間，何を考えているんですか？」なんて聞かれるわけです。

「楽しい」と感じているから「楽しい」わけで，理由を言うのはある意味難しいのです。楽しみは人

それぞれだと思います。苦しいときもありますが，レースや特別

苦しい練習をするとき以外は，とにかく「楽（らく）に走る」こ

とをテーマに走っていますので苦しくないですし，そうすること

で走ることが嫌いになりません。

「何を考えているか？」ですが，いろんなことを考えています。

目覚めている時間のうち，一人で考える時間や自分の考えをまと

める時間ってどれくらい取れるでしょうか。走っている間は事故

にあわない程度に周囲に気を配っていれば，あとは自由時間です。

走ること，たとえば姿勢や過重，左右のバランスなどを意識して

もいいですし，それ以外に考えたいことをじっくり考えてみても

いいです。だれにも何にも邪魔されない時間がきちんと取れるの

は貴重だと思います。

長々と生意気なことを書いてきましたが，もっともっと長い間走られている方，熱心に走られている

方がいらっしゃいますので，そういった方に聞いてみるともっと深～いお話が聞けると思います。

以上です。
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次回は馬場　研造先生（岡山支部）をご紹介します。
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学院53期生（平成25年３月卒業予定者）の求人申込みのお願い

53期生（平成25年３月卒業予定者）51名の就職活動は，本年10月より開始いたします。それに先立ち，

求人を希望される会員の皆様には，所定の「求人票」の提出をお願いいたすこととなります。

新卒予定者の求人を希望される会員の皆様は，ご連絡下さい。ご連絡頂いた後，本学院より送付いた

します所定の「求人票」に，必要事項を記入してご返送下さい。

※本学院における就職活動は，無料就職紹介事業（厚生労働省）に基づいています。

◇出身地別学生数

◇求人に関する連絡・問合せ先

岡山高等歯科衛生専門学院　担当：鹿島，奥山

電　話 086－223－0202 ＦＡＸ 086－ 233－ 4363

［追 記］

◎ 学生が就職希望を申し出た医療機関には，本学院より見学，面接等の日程についてご相談をさせて

頂きます。

◎ 求人申込みを頂きましても，そのご希望に添えかねることもございますので，予めご了承下さい。

尚，この場合には３月中旬までにその旨をご連絡いたします。
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御野幼稚園における衛生教育実習報告

６月６日�御野幼稚園において，本学院３年生（53期生）が衛生教育実習を行いました。本実習の目

的は，３～５歳の園児発育段階および日常生活行動について理解し，口腔の管理を行うために必要な知

識，技能および態度を学ぶこと，また，集団の場での正確な知識を伝達するために必要な技能と態度を

身に付けることです。

午前の実習では，園児と学生は教室

や園庭でどろんこになったり，色々な

遊びを通してコミュニケーションをは

かりました。また，３月より準備を重

ねてきた「むし歯菌をやっつけろ！」

の衛生講話を園児と保護者に向けて行

い，「むし歯ができる過程」と「歯磨

きの大切さ」についてわかりやすく，

楽しく説明しました。園児全体から

「がんばれ！！歯ブラシマン！！」と大

声援をいっぱい受け，学生も大活躍で

した。口腔内を清潔にすることは，「おいしくご飯が食べられる」，「力いっぱい走ることができる」な

ど全身の健康にもつながる歯磨きの大切さを伝え，園児の口腔衛生のモチベーションをあげるのに役立

ったと思います。

午後の実習では，４・５歳児と各教室で一緒にお弁当を食べた後，園児の口腔を染め出し歯磨き指導

を行いました。目線を合わせて，わかりやすく，短く話をするという初めての経験に苦労したと思いま

す。降園見送りまで長時間にわたり園児とふれ合うことにより今回の実習の目的を達成したことと思い

ます。

御野幼稚園の青木博子園長を始め担任の先生方には

多くのご指導，ご協力をいただき，非常に高い衛生教

育実習評価もいただきました。また，御野幼稚園歯科

医の塚本修司先生にもご参加そしてご指導をいただき

ました。有意義な衛生教育実習を終えることができま

した。

（教務担当講師　藤澤達郎）
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平成24年度 御野小学校 衛生教育実習

臨地実習の一環として毎年行われている衛生教育実習が，６月14日�岡山市立御野小学校にて行われ

ました。

小学校の衛生教育実習は，児童の発育段階および日常生活行動について理解し，口腔の管理を行うた

めに必要な知識，技能および態度を学び，集団の場での正確な知識を伝達するために必要な技能と態度

を身に付けることを目的に行われます。

当日は，御野小学校４年生（Ａ組，Ｂ組，Ｃ組）の児童を対象に学院３年生が３グループに分かれ，

う蝕や歯肉炎の病因，症状，その予防法などについて講話を行いました。児童が興味を持ち，より理解

を深められるようにそれぞれのグループが工夫した教材，リーフレットを使ってのクイズや劇に，子供

達は目を輝かせ，時には歓声をあげながら食い入るように見入っていました。そして，講話の後に行わ

れたブラッシング指導の頃には，子供達は打ち解けた様子で楽しそうに指導を受けていました。

学生達は３ヶ月以上の時間をかけ，放課後遅くまで残って教材やリーフレット作りに励み，何度もリ

ハーサルを重ねて本番に臨みました。今回の実習は，学生達にとっては大きなプレッシャーであったよ

うですが，対象者に正しい知識を伝える難しさ，やりがい，そしてチームワークの大切さなど，得るも

のも大きかったと思います。また，小川孝司校長を始め担任の先生方からも高い評価をいただきまし

た。

なお，当日は学校歯科医の瀧陽一郎先生にもご指導いただきました。

（副学院長　大西雄三）
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「こども一日体験入学」の開催

６月23日�，初めての開催となります「こども一日体験入学」が，県歯会館を会場として行われまし

た。この行事は，乳歯－永久歯交換期における口腔ケアの重要性を知ってもらい，歯科衛生士という職

業の認知度を高めて参加者の将来の職業選択の一助となることを目的として企画しました。今年度は，

岡山市北区の小学３･４年生を対象とし，当日は39名の女の子，男の子が保護者とともに参加しました。

開会後，藤井龍平学院長が挨拶の中で“成長期における口腔ケアの大切さ”を強調され，その後児童達

は３つのグループに分かれて体験コーナーに移動しました。

今回企画した体験入学は，学院２年生が対象者の理解度を考え準備してきたもので，１つ目は「もも

丸と記念写真を撮ろう」で児童は白衣を着てもも丸と一緒に写真撮影をしました。２つ目は「型をとっ

て模型を作ろう」という歯科衛生士のお仕事体験でした。３つ目は「むし歯のバイキンをやっつけよう」

でプラーク内細菌の観察とブラッシング指導を行いました。どの体験も大変に好評で，保護者の方から

も「こんなに素敵なイベントがあったなん

てもっと早く知りたかったです」などのお

声をいただき私達職員も思わず微笑んでし

まいました。閉会後，もも丸が再登場し参

加者の見送りをすると，児童も保護者も笑

顔で帰って行きました。最後に，後援をし

て頂いた岡山市教育委員会，岡山市歯科医

師会に感謝をいたします。

（２年生担任　粕井専任教員）
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平成24年度労働衛生コンサルタント試験受験講習会

日本歯科医師会では例年，厚生労働大臣の指定講習会として産業医学講習会を開催しておりますが，その修

了者は国家資格である労働衛生コンサルタント試験の一次試験（筆記試験）が全部免除の扱いが受けられ，こ

れまでに３百名以上の歯科医師が二次試験（口述試験）に合格され，労働衛生コンサルタントとして産業保健

分野で幅広く活躍されております。今年度も産業医学講習会修了した歯科医師を対象に，二次試験対策を目的

とした講習会を開催致します。

１．主　　催 日本労働衛生研究協議会

２．後　　援 社団法人日本歯科医師会

３．日　　時 平成24年10月７日�　12時50分から17時

４．場　　所 歯科医師会館（東京都千代田区九段北４－１－20）

５．対　　象 日本歯科医師会産業医学講習会を修了した歯科医師

６．受 講 料 受講料（資料代等）は日本歯科医師会会員 3,000円

日本歯科医師会未入会者 8,000円とし，当日持参。

７．申込方法 所定の用紙により，日本労働衛生研究協議会にＦＡＸ送信することとする。

この申込みをもって手続きを完了し，受講票の送付等は行わない。

＊申込用紙が必要な方は岡山県歯科医師会事務局へご連絡下さい。

８．申込受付期間 平成24年９月28日�までにお申し込み下さい。

※ただし，本年度開催の産業医学講習会が初受講となる受講予定者は，同講習会修了後の申込

みとなります。

９．主なプログラム

�勉強の範囲（総論）

�受験体験談

�工場視察のポイント

�作業環境測定器具の取り扱い

�出題の傾向と対策（各論）

�まとめと質疑応答

※「労働衛生のしおり」最新版を講習会当日に必ず持参すること。

10．問い合わせ先

・日本労働衛生研究協議会 （担当：伊澤 ＴＥＬ　047－482－9888

大井手 ＴＥＬ　03－5754－0015）

・日本歯科医師会地域保健課（担当：内田 ＴＥＬ　03－3262－9211）
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平成24年度歯の健康力推進歯科医師等養成講習会について

平成24年度厚生労働省の公募事業である「歯の健康力推進歯科医師等養成講習会」を日本歯科医師会の運営

にて実施いたします。

１．目　　的

主に高齢期・寝たきり者等の口腔ケアの推進を図るため，最新の歯科保健医療に関する技術の研鑽や知見

の習得及び地域における先進的な医科歯科連携等について本講習会を実施し，在宅歯科医療，口腔ケア等プ

ロフェショナルケアについて専門性をもつ歯科医師及び歯科衛生士をより多く養成し，在宅歯科医療の発展

に貢献することを目的とする。

２．主　　催 日本歯科医師会

３．受講対象

歯科医師又は歯科衛生士で，高齢期や在宅療養者に在宅歯科医療等を積極的に実施する予定にある者

（未入会者も対象となります）

４．日程・講習内容

【１日目】平成24年９月22日�　９：00～17：45 （８：00受付開始）

【２日目】平成24年９月23日�　９：00～16：30 （８：00受付開始）

【３日目】平成24年11月３日�　９：00～17：10 （８：00受付開始）

【４日目】平成24年11月４日�　９：00～16：30 （８：00受付開始）

【施設見学期間】平成24年９月22日�～平成24年11月４日�

なお，施設見学について本会指定の施設はございませんが，下記をご参照の上，実施をお願い致します。

見学後は，施設側に見学証明書の記入をしていただき，ご自身の感想文（A４で１枚程度）と併せて

11月４日の講習会にご提出ください。

※施設とは，介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム・特養），介護老人保健施設（老健），介護療養型医

療施設（療養病床），グループホーム（認知症対応型共同生活介護施設）などを指します。

※見学内容としては，生活状況，食事状況，職員の対応，施設で入居者がどういうことをしているのか，

歯科医師が入った場合どういうことがやれるのか，困っていることなどを観察してください。

５．受講の申し込みと受講料等

受講料は無料。

会員・未入会員問わず，平成24年９月３日�までに，規定の受講申込み用紙に必要事項を記入の上，未入

会の会員は歯科医師免許証の写し，歯科衛生士は歯科衛生士免許の写しを添えて，日本歯科医師会地域保健

課へ申し込む。

なお，受講票は開催初日の１週間前までに，全日程（施設見学日を除く４日間）分をお送り致しますので，

各講習会日毎に受講票をご提出ください。

※受講票のご提出がなかった場合は，受講しなかったものとみなされる場合もございますので，ご注意く

ださい。

日本歯科医師会



※交通費，宿泊費，食費等は受講者の負担となります。

＊申込用紙が必要な方は岡山県歯科医師会事務局へご連絡下さい。

６．定　　員 約50名（予定）

７．修了証の交付

全日程を修了した方には，講習会最終日に日本歯科医師会より修了証を発行いたします。

なお，本修了証は，在宅歯科診療設備整備事業の申請をする際にその資格を有することを証明するものと

なります。

※本講習会を修了すると在宅支援歯科診療所として施設基準を満たすことになります。

８．問い合わせ

日本歯科医師会地域保健課 〒102－0073 東京都千代田区九段北４－１－20 ５階

TEL：03－3262－9211 FAX：03－3262－9885

E-mail：chiiki-info@jda.or.jp
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故 島津　　等 先生

享年91才（平成24年７月15日ご逝去）

岡山市南区郡1440

謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈り申し上げます

６月末日現在　正会員数1,032名

◎死亡

島津　　等　正会員　岡山支部　P14

（Ｐ＝会員名簿のページ）
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６月　会の動き

１日 編集委員会

２日 社保　審査・検討小委員会

社保　検討委員会

平成24年度第１回審査委員・検討委員連絡協

議会

日本歯科医療管理学会中国支部第１回役員会

（鳥取）

５日 厚生部共済事業部会幹事会

学術部小委員会

６日 公衆衛生部小委員会

本会学院　衛生教育実習（御野幼稚園）

７日 理事会

編集委員会

改定後支部講習会（津山支部）

平成24年６月保険医療関係機関連絡会議

８日 厚生部文化事業部会小委員会

９日 済生会総合病院に出向

第12回日本スポーツ・健康づくり歯学協議会

日本大学歯学部・松戸歯学部同窓会岡山県支

部社保講習会

国保組合　平成24年度監事会

10日 広報部　歯ブラシ感謝祭ＴＶ撮影

倉敷歯科医師会「歯の健康フェア」

倉敷歯科医師会救急蘇生講習会

11日 支払基金幹事会

13日 岡山県警察歯科医会打合会

14日 理事会

編集委員会

中国四国厚生局岡山事務所との打合会

公益財団法人8020推進財団「8020ワークショ

ップ2012」

損保ジャパンと打合せ

本会学院　衛生教育実習（御野小学校）

15日 学術部小委員会

女性歯科医会打合せ

日学歯　普及委員会

本会学院　教務会議

16日 社保小委員会

福岡歯科大学岡山県同窓会社保講習会

中国・四国地区歯科医師会役員連絡協議会

（高知）

操南学区愛育委員会研修会
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17日 日本老年歯科医学会岡山県支部セミナー

18日 公衆衛生部小委員会

20日 日学歯　常務理事会

国保組合　本部理事会

21日 理事会

編集委員会

損保ジャパンと打合会

22日 日本老年歯科医学会（～23日）

23日 外来環に係る説明会

岡山県歯科医師会生涯研修セミナー講師打合

会

本会学院　こども一日体験入学

24日 岡山県歯科医師会生涯研修セミナー

26日 総務部調査事業部会

公衆衛生部小委員会

中国地方社会保険医療協議会

日学歯　三役会

27日 医療管理部正・副委員長会

日学歯　理事会・総会

28日 理事会

29日 都道府県歯科医師会学術担当理事連絡協議会

岡山県健康づくり財団理事会

岡山県警察と打合会

女性歯科医会打合せ

30日 ＮＰＯ救命おかやま2012記念講演会

岐阜県歯科医師会創立百周年記念講演・式

典・祝賀会

おぎゃっと21（～７月１日）

8月・9月 本会の予定

８月１日 編集委員会

２日 理事会

５日 歯科助手資格認定講習会�

９日 理事会

編集委員会

16日 理事会

19日 歯科助手資格認定講習会�

20日 地域保健関係職員研修会（歯科保健研

修）

21日 編集委員会

22日 医療管理部正・副委員長会

23日 理事会

編集委員会

24日 第114回都道府県会長会議

25日 第11回警察歯科医会全国大会

26日 歯科助手資格認定講習会�

30日 理事会

９月２日 職員旅行（～３日）

倉敷市心身障がい者（児）歯科診療30

周年記念式典

４日 編集委員会

６日 理事会

９日 歯科助手資格認定講習会（閉講式）

12日 編集委員会

13日 理事会

15日 歯科助手資格認定講習会反省会

20日 理事会

編集委員会

23日 岡山県医師会第２回ＢＤＬＳ岡山プロ

バイダーコース

26日 医療管理部正・副委員長会

編集委員会

27日 理事会
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8月・9月 支部の予定

８月２日 津山支部定例会，法人設立30周年記念

懇親会（湯郷温泉）

３日 児島支部理事会

10日 岡山支部第９回理事会

14日 新見支部理事会

21日 小田支部勉強会

24日 岡山支部第10回理事会

都窪支部理事会

25日 小田支部支部懇親会

28日 都窪支部臨時総会

29日 津山支部理事会

真庭支部支部会（総会）

31日 倉敷支部定例理事会

９月２日 倉敷支部「障害者診療30周年記念事

業」

５日 和気支部臨時総会

６日 津山支部定例会

11日 新見支部理事会

13日 玉島支部役員会

赤磐支部支部総会

14日 岡山支部第11回理事会

16日 瀬戸内支部旅行（～17日名古屋）

18日 小田支部勉強会

19日 岡山支部第４回定時代議員会，第106

回定時総会

吉備支部理事会

20日 都窪支部定例会

21日 倉敷支部定例理事会

26日 倉敷支部定時総会

津山支部理事会

28日 岡山支部第12回理事会

「岡歯会報」

直樹 編集委員会は月に４回集まります。委員会では誤字・脱字の校正はもちろんです

が，できる限り原文を尊重しつつも読みやすく理解しやすい文章になるよう，出席委員全員

真剣に取り組んでいます。当番制を採り入れているため委員全員が必ずしも４回とも出席す

るわけではありませんが，数か月に一度，４回全部に出席しその月の作業の最初から最後ま

でにかかわることになっています。いつもの月と違い一か月通して作業を行うと，発刊する

際の感慨もひとしおです。我々の仕事に例えるならロングスパンのブリッジを，抜歯・

TEK・抜歯窩の治癒確認・形成・印象を経て，ついに装着に至ったときのあの達成感に似て

いるかもしれません。

そんな委員全員の熱い思いのこもった「岡歯会報」。お手元に届きましたらすぐ開封して

目を通していただきますようよろしくお願いいたします。

熊
代











 ㈲ 飯 田 歯 科 商 店 ㈲ イ ワ サ キ 歯 材 

 ㈲ 吉 川 歯 科 商 店 ク ロ ズ ミ  

 ㈲ 三 和 歯 科 材 料 ㈲ 志 茂 歯 科 材 料 店 

 ㈲ 鈴 木 歯 科 商 店 ㈲ 土 居 歯 科 機 材 商 会 

 ㈱ 東美屋歯科商店　岡山店 ㈱ マルミ歯科商店　岡山支店 

 ㈱ 三 宅 歯 科 商 店 三 宅 歯 科 商 店 　 東 店 

 守 屋 歯 科 商 店 ヤ ヤ マ デ ン タ ル サ ー ビ ス 

 ㈱ リ ン ケ ー ジ 藤 波 

■ 協 賛 　中国歯科用品商協同組合岡山県支部 
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